
 

 

 

 

 今年度も各学年で行っている海洋教育をご紹介していきたいと思います。海洋教育とは

「海に関する学習」です。本校ではこの海洋教育を通して、小木の大切な資源である海その

ものに興味・関心を高め、地域の良さや問題点に気づく学習を進めることで、今よりもっと

小木の町に愛着をもてるようになることを目指しています。 

 本校の海洋教育は，①海に親しむ ②海を知る ③海を守る ④海を利用する の４つの

視点で取り組んでいます。詳細につきましては以下をご覧ください。１～６年生までの６年

間を通して，これらの学習を行い海洋教育への興味・関心を高めていきます。海洋教育は，

低学年は生活科，中・高学年は総合的な学習の時間をつかって行います。また，高学年は

「里海科」という教科となり，関連する教科と絡めながら学習を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年，学習テーマが決まっており，どの時間も海に関する体験的な活動を通して学びを

深めていきます。子どもたちは，海洋教育をとても楽しみにしています。今年度も子どもた

ちにとって実りある楽しい授業ができるよう，教員も一丸となって進めていきますので，ご

協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 午前中は全校縦割りで「釣り活動」に取り組みました。釣りの楽しさは釣れることだけでは

ありません。エサの付け方を工夫したり、投げるポイントを変えたりすることが大事です。今

回はペア活動だったので、協力し合ってその楽しさを味わうことができたのではないかと思い

ます。とは言え、やっぱり１匹釣りたかったですよね。みんなで１５匹の魚を釣りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１～３年生は海洋ふれあいセンターで磯

観察の学習をしました。１年生は海藻の色々

な形を生かして絵を描きました。２、３年生

はヤドカリやウミニナ（貝の仲間）、ゴリの仲

間などを捕まえて観察しました。楽しみなが

ら海の生き物を学習することができました。 

 

 

 

４，５年生は金沢大学の鈴木教授から

イカについて教えてもらいました。イカ

に詳しい九十九っ子ですが、さすがに初

めてのイカの解剖に興味津々でした。 

 

 

 

 

６年生は船で九十九湾を周遊しました。

里海研究所の浦田先生から説明をしても

らい、楽しく小木の海の様子や小木石につ

いて学習することができました。 
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